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２０１９．３．１～30期生、卒業！～

◎１６日（土）第１次ラウンド（予選）
Ａブロック
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伊奈高校Ｂ

叡明高校
（埼玉県）

笠間高校
中央学院高校
（千葉県）

～ありがとう！２６名の“伊奈リーガー”～
　平成３１年３月１日、３０期生サッカー部員２６名が伊奈高校を卒業しました。個性豊かで横の繋がりが強い３０期
生は最後まで一緒に颯爽と学校を後にして行きました。今後、多くの成果と勝利への課題を後輩たちに託し、３０期生
はそれぞれの進路に進みます。初めての環境や人間関係に疲れ、伊奈高サッカー部が懐かしくなった時には、そこに居
るのが当たり前のような顔をして思い出のグラウンドに来てください。そこには先生たちはもちろん、３０期生を尊敬
してやまない後輩たちの直向きにサッカーをする姿があります。その姿は、必ず先輩たちに力を与えることでしょう。
３０期生の輝かしい未来に期待しています。卒業おめでとう！頑張れ！３０期生！！

今回は、2回目のフットサル特集号です！

1 第1回　茨城オープン

2月１６．１７日の二日間、水海道総合体育館、水海道一高体育館、岩井高体育館を会場とし、群馬県のデルミリオーレク
ラウド、千葉県の中央学院高校、栃木県の矢板中央高校等を招待して『第1回茨城オープン』と銘打ったフットサル大会が
開催されました。我々伊奈高校も今年度の茨城県王者として招待していただき参戦して来ました。伊奈高校は山梨県代表
校の出場辞退を受け、卒業を控えた3年生中心の伊奈高校Ａと2年生中心の伊奈高校Ｂの２チームで出場、伊奈Ａは昨年７
月の関東大会３位決定戦（全国出場をかけた一戦）で敗れた矢板中央高との再戦を目指し、伊奈Ｂは３月に行われるフッ
トサル選手権茨城県大会での活躍を念頭にそれぞれが高いモチベーションでアグレッシブに戦いました！

【結果】

伊奈高校Ａ 勝 負 分 順位

伊奈高校Ｂ
１－１
△

５－５
△

0 0 2 3

叡明高校
（埼玉県）

１－１
△

０－４
×

0 1 1 4

笠間高校
１－８
×

１－６
×

0 2 0 5

中央学院高校
（千葉県）

５－５
△

８－１
○

1 0 1 2

伊奈高校Ａ
４－０
○

６－１
○

2 0 0 1



Ｂブロック 古河二高校
矢板中央高校
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水海道一高校 勝 負 分 順位
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×
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５－０
○

３－２
○

2 0 0 1
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デルミリオーレクラウド
（群馬県） 総和工業高校 勝 負 分 順位
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５－２
○

２－３
×

1 1

0 2

デルミリオーレクラウド
（群馬県）

１１－０
○

９－２
○

2 0 0 1

正智深谷高校
（埼玉県）

０－１１
×

５－１
○

1 1

0 3

◎１７日（日）第２次ラウンド（順位決定）
（上位グループリーグ）

Ⅰブロック 伊奈高校Ａ
中央学院高校
（千葉県）

矢板中央高校
（栃木県） 勝 負
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１－５
×

２－９
×

0 2

分 順位
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○
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○
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矢板中央高校
（栃木県）

３－８
×

２－３
×

0 2

中央学院高校
（千葉県）

０－１
×

３－２
○

1 1

0 3
優勝

デルミリオーレクラウド
（群馬県）

Ⅱブロック 水海道一高校 伊奈高校Ｂ
デルミリオーレクラウド

（群馬県） 勝 負 分 順位
準優勝
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×
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×

0 2 0 3
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５－０
○

０－０
△

1 0 1 2
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０－０
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叡明高校
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６－１
○

２－６
× 1 1 0 3
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１－６
×

２－３
×

4
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６－２
○

４－１
○

0 2 0 5

笠間高校
１－４
×

１－１
△
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３－２
○

１－１
△

0 1 1

1 0 1 2

【伊奈高校Ａ】 【伊奈高校Ｂ】

2 0 0 1

今年から実施のＵ-18フットサル「茨城オープン」、関東エリ
アから昨年の7月の関東大会に出場した高校・クラブが多く出
場し、11チームで優勝を争いました。本校サッカー部は、幸
運にもＡ・Ｂの2チームを出場させていただきました。Ａは関
東ベスト４に入った3年主体のチーム、Ｂは次の茨城県チャン
ピオンを目指す2年生のチームです。Ｂは初日1試合目、叡明
高校戦、苦戦しながらも何とかドローに持ち込むと、2試合目
の優勝候補、中央学院高戦では追いかける展開ながらも落ち着
いた攻撃で何とか食らいつき、こちらもドローに持ち込むこと
に成功。リーグ3位で翌日の上位リーグ進出を決めました。引
退し少し時間が経った3年主体のＡは、初戦の叡明高戦、なか
なか感覚が戻らずバタバタしながらも何とか勝つと2試合目で
は本来には及ばないものの調子をあげて笠間に快勝し、Ｂと同
じく翌日の上位リーグに駒を進めました。2日目の上位リーグ
では、ＢはⅡブロックで、水海道一高に快勝すると、強豪・デ
ルミリオーレ相手にも健闘しドローに持ち込みましたが、得失
点差で決勝進出を果たせませんでした。ⅠブロックではＡが快
進撃。関東2位・中央学院高を１－０、そして最大の目標だっ
た矢板中央高を０－２からの逆転、奇しくも、関東大会での敗
戦スコアの真逆、８－３で下し、決勝戦に臨みました。しか
し、・・・引退して少し経つ3年生の体力は、矢板中央戦で限
界を迎えていました。全く走れず、体のキレなど一切ない3年
に、試合巧者であるデルミリオーレに立ち向かう力はありませ
んでした。決勝戦の結果は残念ではありましたが、伊奈Ａが準
優勝、伊奈Ｂが第3位と、伊奈高サッカー部が存在感を示すこ
とができた２日間だったのではと思わせる内容でした。
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2 ＪＦＡ第6回全日本Ｕ-18フットサル選手権大会　茨城県大会 【速報】

今年は各大会等との兼ね合いから、昨年6月下旬に行われたJFA全日本ユースフットサル選手権大会の茨城県予選が3ヶ月
以上前倒しされ3月に開催されることになりました。伊奈高校はリーグ戦等の3月日程がズレたことが幸いし、前年度優勝
校としてトップチームで出場することができました。昨年の大会では幸運にも関東大会に出場し、多くのクラブ、強豪高
校と対戦することができ、その後のサッカーにも大きなプラスをもたらすことができました。今回もサッカーへの大きな
還元を狙い、伊奈高校は全力で戦いました！

【１日目：予選リーグ　平成３１年３月９日（土）　】会場：久慈サンピア体育館

Aブロック 伊奈 総和工業 水戸葵陵 土浦第一 差 順位

伊　奈
○

３－１
○

３－２
○

６－０
3 0 0

勝 負 分 勝点 得点 失点

9 12 3 9 1

総和工業
１－３
×

０－９
×

４－５
×

5 13 2

土浦第一
０－６
×

５－４
○

２－７
×

-12 4

水戸葵陵
２－３
×

９－０
○

７－２
○

2 1 0

0 3 0 0 5 17

優勝：伊奈高校（４度目）　→　関東大会出場！
水戸葵陵

常磐大付

監督室から～再び、関東大会へ～

大きな日程変更があり、大会開催が３ヶ月ほど前倒しになったU-18
フットサル選手権大会茨城県予選で11月から始動した新チームが、前
チームに続き優勝することができました。前チームのような攻撃に特化
したスタイルではなく、堅実に守備をする新チームのスタイルが激戦を
制した全勝での優勝に繋がったのではないかと思います。ここで得た経
験や技術等を、４月にすぐ始まる関東大会県西地区予選への良い起爆剤
として、新人戦の県ベスト16を上回る結果を手にしたいところです。
また、今回も多くの保護者の方々（卒業生の保護者も含む）に会場まで
お越しくださり、熱い応援を頂くことができました。保護者、関係者の
皆様には今後も伊奈高校サッカー部への熱い声援とご協力をお願いいた
します。
　　　　　　　　　　　（伊奈高校サッカー部　監督　杉山利之）

伊奈　５　－　２　水海道一

伊奈　４　－　３　常磐大高

-10 3

【２日目：決勝トーナメント　平成３１年３月１６日（土）】会場：アツマーレ体育館（城里町）

準決勝
伊　　奈

決　勝
水海道一

伊　奈

1 2 0 3 7 17

6 18


